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要旨：本研究では，成人看護学実習の一部として行われている夜間診療実習の目標の達成度を
評価し，今後の課題と教育方法について検討した．学生の実習記録の記述内容を分析対象とし，
質的に分析した結果，外来における看護者の役割については多くの学生が捉えられていたが，
対象の生活上の問題や健康管理に関する対象理解については視点が乏しく記述数も少ないこと
が明らかとなった．今後，対象理解が深まったり広がったりするよう，実習前オリエンテーショ
ンで成人期の特徴や健康を阻害する要因，健康の判断に影響する要因や受診に関係する要因に
ついて学習し，実際に実習の場で，生活や日常の健康管理行動について対象にどのように聞い
ていくのか具体的にイメージできるようにしていく必要性が考えられた．また，各々の学びを
共有できるよう，可能な限り実習後に学生カンファレンスの時間を設けるよう工夫していく．
Key　words：成人看護学実習（nursing　practicum　of　adult　nursing），外来（outpatient
unit），看護学生（nursing　student）
はじめに
　三年次の領域別実習における成人看護学実
習は，成人看護学実習1（以下成人1）と成
人看護学実習II（以下成人H）で構成されて
いる．さらに成人Hでは，病棟実習のほかに
成人看護学ll　一②実習（以下成人II一②実習）
として，夜間診療実習と透析室実習のうちい
ずれかを実習することとなっている．
　成人看護学実習では，実習目的を「あらゆ
る健康状態の成人期にある対象の特徴を理解
し，対象に応じた看護実践のための知識・技
術・態度を習得する」としており，その下位
目標である成人H一②実習の目標は，「外来，
透析室での看護援助を理解できる」としてい
る．さらに①外来，透析室において看護者の
果たす役割を考えることができる，②対象の
生活上の問題を考えることができる，③病を
抱えながら社会生活を送る対象の健康管理に
ついて学ぶことができる，の3つの具体的目
標を示している．医療の進歩や高齢社会など
から，病棟実習では高齢者を受け持つ学生が
多い．一方，夜間診療実習では成人期にある
対象とかかわることが多く，さらに社会生活
を営みながら外来受診する対象とかかわるこ
とができるため，成人看護学実習としての学
びが多いと考え，短い時間ではあるが実習を
実施している．今回は，学生の記録から実習
目標の達成度を評価し，今後の教育方法につ
いて示唆を得ることを目的とする．
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夜間診療実習の方法
　A病院で週2回行われている夜間外来の受
診者に対して，来院時から問診，診察，検査，
会計を終えるまでの過程を付き添い，見学実
習を行っている．対象となる患者は，まず担
当教員が定期受診以外の患者または新患を選
定し，その患者に実習内容を説明した上で承
諾を得ている．承諾が得られた場合に，再度
学生が実習目的の説明や自己紹介を行い，実
習を開始している．多くの学生が1回の実習
で2～3名の患者に付き添い，実習時間は原
則として16時30分から20時である．実習終了
後，学生は所定の実習記録用紙に「実際に見
学・実習した内容および考察」を記録し，実
習翌日までに担当教員に提出する．学生の記
録用紙は，担当教員が実習施設に郵送し，外
来看護師がコメントして返送することとして
いる．
　尚，学生が夜間診療実習と透析室実習のう
ちどちらの実習をするのかについては，教員
が4月にあらかじめ振り分け，成人ll一②実
習配置表を学生に提示している．
目　　　的
　学生の学びから夜間診療実習の目標の達成
度を評価し，今後の教育方法について示唆を
得ることである．
方　　　法
1．分析対象
　平成21年度成人ll一②実習において，夜間
診療実習を行った18名の実習記録用紙の記述
内容
2．分析方法
　記述内容から，学びとして「学生の考えた
こと・感じたこと」を表している文脈を一塊
として抽出し，データ化した．データとするか
どうかは成人看護学の5名の教員で検討した．
次に，抽出したデータを具体的目標の①外
来において看護者の果たす役割を考えること
ができる，②対象の生活上の問題を考えるこ
とができる，③病を抱えながら社会生活を送
る対象の健康管理について学ぶことができる，
に関連している学びとそれ以外の学びに分類
した．ただし，②と③は明確に分けることが
難しいため生活や健康管理に関する対象理解
として一つにし，①，②③，その他の3つに
分類した．そして，それぞれの分類ごとにデー
タを解釈し，関係性をみながらサブカテゴリー
化し，生成された複数のサブカテゴリー間の
関係性を吟味しつつ生データに立ち返りなが
ら包括的にまとめ，カテゴリーを生成した．
生成したカテゴリーとサブカテゴリーの関係
性を再度吟味しながら修正を行った．また分
析結果の妥当性を高めるため，分析は成人看
護学教員5名で合意が得られるまで繰り返し
検討を重ねた．結果をもとに夜間診療実習の
目標の達成度を評価し，今後の教育方法につ
いて検討した．
3．倫理的配慮
　実習成績の評価が全て終了した平成22年1
月に，口頭で本研究の目的や結果を公表する
こと，研究への協力は自由意志であり協力し
ないことによる不利益がないこと，プライバ
シーの保護に対する配慮などについて説明し，
研究への協力の同意を得た．
結　　　果
1、夜間診療実習における学生の学びの記述
　夜間診療実習を行った18名の学生の実習記
録から，学びを示す総記述数は101であった．
分析の結果，「外来における看護者の果たす
役割」に関連した記述数は43，「対象の生活上
の問題や病を抱えながら社会生活を送る対象
の健康管理に関する対象理解」に関連した記
述数は26，「その他」の学びの記述数は32で
あった．
　以下に，それぞれについて学生の記述を引
用しながら説明を加える．文中の【】はカテゴ
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リー，“”はカテゴリーの説明，〔〕はサブカ
テゴリー，〈〉は学生の記述を示す．
2．外来における看護者の果たす役割
　学生が捉えた看護者の役割に関するカテゴ
リーは，【患者の状態把握と診療の補助】，【セ
ルフケアに向けた指導・説明】，【全ての患者
に対する気配りと対処】，【他職種との連携】
であった．表1に分析で得られたカテゴリー
とサブカテゴリー，記述数の一覧を示す．
　1）【患者の状態把握と診療の補助】
　このカテゴリーの記述数は15であった．学
生は，“外来看護者は幅広い知識をもとに患
者の状態を的確に判断するとともに，診療が
円滑に進むよう細々とした準備や患者への配
慮，医師との連携を行う役割がある”と捉え
ていた．
　〔診察を円滑にするために診療補助を行っ
たり医師と連携したりする〕では，診察を円
滑にするために外来看護者は，問診やカルテ
の準備，診察や処置の準備や介助，患者の誘
導など先のことも考えながら診療の補助を行
うことが大切であると捉えていた．たとえば，
〈，観者さ、んの循1殻をパソコン～ごスカしたク，
カノ〃テを医砺が児やすいように並べたクする
ことぱ，診察がスムーズになされるようにす
るためにとτも大切な看護『砺の役割である〉
や〈だしい中病院に通ってきている方や体調
が悪い方もいるため，少しで｛ら碍潰アを繍し
てこ患者さんの休める時観が多ぐ」吹れるよラに，
予診だったク，細や点滴の準備を．早ぐ行う
など看瀦として行えることを予測しτ行動
し，患！者さんの負担にならないように医砺と
違携を疲クながら援助を行っている〉と記述
されていた．
　〔知識や経験をもとに情報収集し判断する〕
では，外来には色々な方が来院されるため，
外来看護者は幅広い知識や経験をもとに短時
間で情報収集して状態を判断し，適切な援助
に結びつけていく事が大切であると捉えてい
た．たとえば，〈力（来～ご来る．患者ζさんぽいろC）
表1　看護者の役割
カテゴリー サブカテゴリー 記述数
診察を円滑にするために診
ﾃ補助を行ったり医師と連
gしたりする．
10
患者の状態把握
ﾆ診療の補助
患者が納得して治療を受け
轤黷驍謔､説明したりねぎ
轤､．
1
知識や経験をもとに情報収
Wし判断する．
3
問診から患者の状態を判断
ｷる．
1
患者が医師の説明を理解し
ﾄいるか確認する．
1
患者が自ら健康管理できる
謔､指導する．
7
セルフケアに向
ｯた指導・説明
診察の機会を利用して疾病
¥防の指導も行う．
1
患者が負担なく療養生活を
ｱけられるようかかわる．
2
患者・家族の入院前後の生
?ﾌ変化を考えてかかわる．
1
患者を思いやり態度に注意
ｵて患者が安心感を持てる
謔､にかかわる．
5
全ての患者に対
ｷる気配りと対
姿勢・態度に注意して患者
ｪ思いを表出しやすいよう
ﾉかかわる．
4
待っている患者に配慮する． 3
待っている患者や治療を受
ｯている患者の状態も観察
ｵ，対処する．
3
他職種との連携 受付や会計との連携を図る． 1
総記述数 43
ろな症〕錠を持って来るため，あ（来看護師7ま擁7
の広い知識を持ち，あらゆる元痴｛妻やノ癒態を想
定しτ質βθをしていぐ能力も必要である〉や
〈看護砺ぱ，受診理由を聞1いて，そこからさ
らにどんなことカ∫必要なのか予測したク緊急
控を幽していた〉と記述されていた．
　2）【セルフケアに向けた指導・説明】
　このカテゴリーの記述数は12であった．学
生は，“外来看護師は患者が自らの健康に関
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心を持って健康管理できるように指導したり，
患者が負担なく療養できるようにかかわるこ
とが役割である”と捉えていた．
　〔患者が自ら健康管理できるよう指導する〕
では，看護者は，患者の健康管理に対する意
識や理解を高めたり，患者の生活に合わせた
指導を行うことで，患者自ら健康管理ができ
るようにすることが大切であると捉えていた．
たとえば，〈庇X期は，薬の管理は身己管理
ができる年齢層にあるため処方時に看護『砺が
チ分にわかクやすい説明を行い，，忘れずに殉
β窟していただぐような灘わクが童乙要である〉や
〈働き」盛クのノ．にとって宜ら簾管理してい
ぐためにぱ，そのノ〔の在享寿勺容やいつ有「をす
るのか時周で生活を細1かぐ見て…　そのノ〔が
できそうなことを，できる時　筒略見ながら一
緒に考えていぐことが）々切〉と記述されてい
た．
　3）【全ての患者に対する気配りと対処】
　このカテゴリーの記述数は15であった．学
生は，“看護者は，患者にとって安心・納得
できる診察となるように，患者の状態や状況
を見ながら細々としたところまで気を配り，
対応していく役割がある”と捉えていた．
　〔患者を思いやり態度に注意して患者が安
心感を持てるようにかかわる〕では，看護者
は患者が安心して診察が受けられるように患
者の立場に立って考え，姿勢や態度にも留意
しながらかかわることが大切であると捉えて
いた．たとえば，〈患着ζと対面している時に
看灘ぱ，その方の百線に姿勢を合わ也相
手の顔や日を見て話すようにしていた．その
ことノφミ患者にとっ乙　きちんと宜分と／可き●っ
τぐれるという安・か感と，話を嚴いてもらえ
ることによる不安の減少につながる〉やく看護
砺は｛套者さんの気持ちに寄ク添い，声掛やこ
れから行ラことについての簡単な説明だけで
も行ラことて㌧患者さんの不安ぱ少しでも和
らぐのでぱないか．看護『砺ぱ，病院に来ている
意！者さんがどのような、6｛いでその場にいるの
かを考えながら揃することが泌要〉〈看護獅
の赫が患者‘さんの安ノ心感や病院と↓、ラ空周
に対する不安感に影響を与えるのでぱないか
と考える．できるだ仇蛋者さんの不安を緩初
しつつ，安ノd・して受診してもらうために，で
きるだけ足を丞め患者さんに句き合いつつ，
一プL　fEil・なStHY．ヲを行ってd・ぐことnsニフe切なのだろ
う〉と記述されていた．
　また，〔姿勢・態度に注意して患者が思い
を表出しやすいようにかかわる〕では，看護
者は，短時間のかかわりの中でも患者が気持
ちや思いを表現できるような姿勢・態度でか
かわることが大切であると捉えていた．たと
えば，〈短時燭の中でもいかに患者さんの．留
いを受け必め〔清報を待る2，また，患者さ
んも言いたい事や聞きたいことが話ぜるよう
だレい中でも歩ぐペースを緩めてこ患者さんκ
笑顔で語クかけたクする，鍛で接することも
フe切である〉や〈菌っτいると感じたら，声を
かゲたク，呼び丑めらカたら纈でア寧にガ
応しτいぐことが）オ琢だ〉と記述されていた．
　4）【他職種との連携】
　このカテゴリーの記述は1であり，看護者
は受付や会計との連携を図ることも必要であ
ると捉えていた．
3．対象の生活上の問題や病を抱えながら社
　会生活を送る対象の健康管理に関する対象
　理解
　学生が捉えた対象の生活上の問題や健康管
理に関するカテゴリーは，【社会的役割の遂
行が健康を妨げる要因となる】，【健康に対
する意識が健康管理行動を左右する】，【セ
ルフケア能力がある】，【治療していくには
支えが必要】であった．表2に分析で得られ
たカテゴリーとサブカテゴリー，記述数の一
覧を示す．
　1）【社会的役割の遂行が健康を妨げる
　　　要因となる】
　このカテゴリーの記述数は15であった．学
生は，“対象は生活中心で，職場や家庭での
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表2　対象の生活上の問題や健康管理
カテゴリー サブカテゴリー 記述数
健康の事よりも仕事や家庭
ﾌことを優先しがち．
6
仕事を休むことを申し訳な
ｭ思う．
2
社会的役割の遂
sが健康を妨げ
髣v因となる
受診のしづらさから疾患の
♀哿ｭ見と治療の継続が困
?ﾆなる．
3
病気があっても中心は生活． 1
罹患や受診は役割の遂行や
ｶ活に影響を及ぼす．
3
健康に対する意識が生活や
�fに影響する．
1
健康に対する意
ｯが健康管理行
ｮを左右する
仕事や生活に影響があると
ﾀ感しない限り健康に対す
驤ﾓ識が低い．
3
異常なデータを知ることが
ｶ活改善のきっかけとなる．
1
セルフケア能力
ｪある
自分なりに病気を理解しな
ｪらセルフケアしようとす
驕D
3
治療について自ら考え自己
ﾇ理している．
1
治療していく上で周囲の支
ｦや理解が大切．
1
治療していくに
ﾍ支えが必要 楽しみや生きがいは生きる
ｴ動力になる．
1
総記述数 26
役割遂行を優先する，あるいは優先せざるを
得ない状況にあり，それが時には健康を妨げ
る要因にも繋がっている”と捉えていた．
　〔健康の事よりも仕事や家庭のことを優i先
しがち〕では，対象が社会的役割の中心であ
ることから，その役割遂行を一番に考えてい
る傾向があると捉えていた．たとえばく仕事
場での役割だったク，母親であることの役割
がある場含に，役割を栗たすことが一番になっ
てしまい身分の体調面などが二の次になって
しまラノやく羅のある一家の大メ君柱1拍存在
である方く得…に，男控戊にとってぱ，やぱク仕
事がi生活のゲ7心で身分の鰻についてしつか
ク考えられているノX、ぱ少ないのでぱないか〉
と記述されていた．
　〔受診のしづらさから疾患の早期発見と治
療の継続が困難となる〕では，対象が社会的
役割を遂行しようとすることで受診がしづら
い状況となり，受診を先延ばししたりして重
症化したり，治療の中断に繋がったりするの
だと捉えていた．たとえば，〈社会的責任と
役割のために安易に仕事を休めないことが考
えられ，身然と受診・率も’7　risってぐる．…
受診率が7「）がることによって，ノ痴患の発見が
遅れた劾痴療が優控化したクすることにつな
がる〉と記述されていた．
　2）【健康に対する意識が健康管理行動を
　　　左右する】
　このカテゴリーの記述数は5であった．学
生は，“対象は，何か役割遂行や生活に影響
が生じたり異常な検査結果を目の当たりにし
たりしないと，健康に対して中々意識が向か
ない状況にある，その一方では自分の健康に
対して意識するようになると健康管理行動も
変わってくる”と捉えていた．たとえば，〈今
まで～ご大きな病気～こかかったごとがあったク，
持病があるといったよう～ご姪嬢～ごついて考え
るような動機iがない場台・や若い方とd・ラのば
日分の簾に対する意‘識というのぱ低6・〉や
〈身分の身体に舗や不狭感など症状がおこ
らず仕事～こ影響がない～限ク，癒気やβ分の建
康にっいで重要視しτいない〉と記述されて
いた．
　3）【セルフケア能力がある】
　このカテゴリーの記述数は4であった．学
生は，“対象は，「自分なりに病気や治療につ
いて理解しようとし，受け止め，セルフケァ
しようとしている」と感じ取り，また，「セル
フケア能力もある」”と捉えていた．たとえ
ばく庇入期のノ4々ぱセノ〃フケア能力が高ぐ，
身宅でぱ病気に対して自分で対遊することが
ぽとんどである．身ら藷やインターネット
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から痴患に関する1浮報を得ること｛らでき，病’
気に対する耽度も高い．嚇に来て，謬
を受けることも身分の麟管理の選択の一部
である〉や〈病Fを抱えながら社会∠ε活を送っ
ている，菌者さんは辛いことも多ぐあったノφ℃
どこかで宜分なクのフ錺ξで病気について受け
」とめておク，自分ができる健康管「理を行って
いる〉と記述されていた．
　4）【治療していくには支えが必要】
　このカテゴリーの記述数は2であった．学
生は，“対象が治療していく上で，支えてく
れる人や職場の理解，自分自身の楽しみや生
きがいとなるものが必要である”と捉えてい
た．たとえば，〈，療者さんぱ，病気を抱えて
いるからといって艀ぐなって外にでないとい
うことでぱなぐ，病気を抱えているなかでも
身分の好きなことを見つけτ，それを生きが
いとして一2〈Zl21！7を送っていた．写真について菜
乙〆そう～ご語っτぐプz7セ．菌者さ／Lをみて，　tS～苦
のなかに楽しみがあるということぱ，生きる
原動力にもなる〉と記述されていた．
4．実習目標に関連したこと以外の学び
　学生は，夜間診療実習を通してそれぞれの
視点で実習目標に関連したこと以外にも観察
したり感じ取ったり，考えたりしていた．そ
れらの学生の学びを分析して得られたカテゴ
リーは，【外来患者の精神的特徴】，【夜間外
来の意義】，【外来待合室の環境】，【病院ス
タッフの役割】，【医療者にとっての夜間外来
のメリット・デメリット】，【問診の意義】
であった．表3に分析で得られたカテゴリー
とサブカテゴリー，記述数の一覧を示す．
　1）【外来患者の精神的特徴】
　このカテゴリーの記述数は2で，学生は，
“受診に訪れる患者は，体調不良であること
や不慣れな病院の環境・診察などから不安に
なったり心細く感じたりしている”と捉えてい
た．たとえば，〈病院という環境ぱ普段の生活
．空周とぱ二全ぐ異なク，とぐに慣れていない方
にとってぱ」新しい環境二に2勿え，とンLなことを
表3　その他の学び
カテゴリー サブカテゴリー 記述数
外来患者の精神 受診に訪れる患者は不安や
2
的特徴 心配を抱えている．
ライフスタイルに合わせて
2
受診時間を選択できる．
仕事への影響が少なく受診
5
でき，健康管理しやすい．
生活に影響が少なく，安心
2
して通院できる．
夜間外来の意義
就労者は仕事に影響が少な
5
いため受診しやすい．
同医師による継続治療が受
ｯられ安心できる．
1
昼間の診療費と差がなく受
2
診できる．
待ち時間が有意義に過ごせ
2
るような工夫をする．
待ち時間が苦痛なく過ごせ
2
るような工夫をする．
外来待合室の環
ｫ
待ち時間に健康の意識付け
ｪできるような工夫をする．
1
外来の掲示物は来院者へ知
ｯを提供する手段の一つ．
1
快適な待合室の環境は安心
ｴや好感を与える．
1
患者・家族の不安の軽減・
信頼関係の構築のため，き 1
め細かい配慮・説明をする．
病院スタッフの
�
患者が話しやすい雰囲気を
?驕D
1
患者が仕事と健康管理を両
立できるよう診療時間を配 1
慮する．
医療者にとっての 医療者には診療報酬加算の
夜間外来のメリッ メリットと仕事量増加のデ 1
ト・デメリット メリットがある．
患者の状態把握ができる． 1
問診の意義 患者の状態や対処の必要性
�Aセスメントする場になる．
1
総記述数 32
されるのかという不安や，佑い医砺でぱない
かという心配などから繁張感が強ぐなる〉と
記述されていた．
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　2）【夜間外来の意義】
　このカテゴリーの記述数は17であった．学
生は，“夜間診療があることで，仕事や生活
に支障を来たすことなく受診でき，支障なく
受診できるから受診しやすく健康管理もしや
すい”と捉えたり，“夜間診療は，昼間に受
診できる患者と診療費に差がないため，経済
的な負担が多くなることなく平等に医療を受
けられる”と捉えていた．
　〔仕事への影響が少なく受診でき，健康管
理しやすい〕では，就労者が昼間受診するこ
とは仕事に影響するため難しく，中々受診行
動に繋がらないことがあると考え，夜間診療
により就労者は受診しやすく健康管理ができ
るのだと捉えていた．たとえば，〈在事を抱
えつつ生活しているノ〔にとっτぱ平身の日中
～ご病「揚ぎに采1ることぱ難iしぐ，　仕事時屑7を菖∬ク
～ごぐい夜周力（来にぱ受診しやすいのだろう．
夜周外来があるからこそ，在事を行っている
ノ、も比較的受診しやすぐ，この事によクだし
い中でも病「院に受診できるということぱ，仕
事をしているノ〈、たちの健i康を守ク，　≠曽進する
要因になるのでぱないか〉やく仕事が哲しぐな
ると中々昼眉アに受診することぱ薙しぐなる．
そうなると，身体状況〈現在の状，態）が悪化し，
疾患を患つたク，4ぎをρ勺服しているノVごとつ
てぱそれが中断されるため継続した～詮療が不
可能になってぐる．そのため仕事rが1亡しぐ受
診が中々できない成ス期の方にとってぱ，週
2回の夜1野診療ぱなぐτぱならないものだ〉と
記述されていた．
　〔昼間の診療費と差がなく受診できる〕で
は，昼間働いていて受診しづらい患者にとっ
て，夜間診療は時間外請求されることなく，
昼間の受診者と同じように受診できる利点が
あると捉えていた．たとえば，〈夜周外来で
なぐ，時酬だと医療費の請求が多ぐなって
Lまラことを考えると，夜）醐来でぱ碍「周外
請求をされない分，ノ経勘夕負担も少ないといっ
た面もあク，経済β夕な面でも栗たす役割ぱ大
きいのでぱないか〉と記述されていた．
　3）【外来待合室の環境】
　このカテゴリーの記述数は7であった．学
生は，患者や家族が待ち時間を過ごす待合室
の環境についても目を向け，“待合室は単に
受診を待つ場所ではなく，患者の苦痛や不安
を軽減できるよう配慮したり，知識を深めた
り健康意識を高められるように情報提供する
など，工夫された場である”と捉えていた．
たとえば，〈Pど一にぱ，新搦，テレど1パ
ンフレy♪，張ク紙などノがあク，待ち時御を
存意i義に週こせるとともに様々な借報「を得る
ことができる〉や〈受診時…の得…っている碍…眉アを
獅してテレどやノ、°ンフレソトからこのよう
な情報がとカることで建康への意識づσがで
きるため，外釆ヲごおいて重要なことである〉と
記述されていた．
　4）【病院スタッフの役割】
　このカテゴリーの記述数は3であった．学
生は，看護者だけでなく医師や病院スタッフ
全体の役割についても目を向け，“皆が患者の
ためにきめ細やかな配慮をする必要がある”と
捉えていた．たとえば，〈外来でぱ，初診の
．方ももちぢ、イ、いらっしゃるの「巳病院のスタッ
フが一λひとク心がけ乙初めてのλでもス
タツフ～ご話しかけやすぐ，意見の言いやすd）
雰囲気を作ることぱ大切である〉と記述され
ていた．
　5）【医療者にとっての夜間外来のメリッ
　　　　ト・デメリット】
　このカテゴリーの記述数は1で，学生は“夜
間外来は，医療者にとって診療報酬が加算さ
れるメリットと，仕事量が増えるデメリット
がある”と捉えていた．
　6）【問診の意義】
　このカテゴリーの記述数は2で，学生は，
“問診は，患者の状態が即座に把握できる場
であったり，状態把握だけでなく，対処の必
要性についてアセスメントする場にもなる”
と捉えていた．
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考　　　察
1、夜間診療実習の目標の達成状況と今後の
　課題
　1）外来における看護者の果たす役割につ
　　　いて
　一般的に外来看護師の役割として，診察に
必要な情報収集や検査の説明，診察が安全・
安楽に受けられる環境作り，医師へ患者の思
いを伝えるための仲介，セルフケアや在宅療
養を支援するための説明や継続的指導，多種
職との連携・共同があると言われている10
これらは，【患者の状態把握と診療の補助】，
【セルフケアに向けた指導・説明】，【全て
の患者に対する気配りと対処】，【他職種と
の連携】，に集約されていると考えられ，学
生全体として見れば外来における看護者の役
割が捉えられたと言える．個別に見ると，カ
テゴリーの【患者の状態把握と診療の補助】，
【セルフケアに向けた指導・説明】，【全て
の患者に対する気配りと対処】，については
それぞれの記述数が12～16であり，多くの学
生が捉えられたが，【他職種との連携】につ
いては記述数が1であり，ほとんどの学生が
捉えられていなかった．
　外来で学べる他職種との連携として，病棟・
他外来・検査室・受付や会計窓口・他施設等
との連携がある．しかし，A病院の夜間外来
は内科単科であること，実習時間が短い上に
夕方であること，2名程度の患者に付き添う
実習方法であることなどから，これらの連携
について学べる機会は少なく，他職種との連
携を全ての学生が学ぶことを目標とすること
は難しいと考える．したがって，この点につ
いては学生全員が学ぶことを目標とせず，学
べた学生がいた時に，学生カンファレンスな
どで共有し，共通の学びにつなげていくこと
ができるように考えていきたい．
　また，今回の学生の記述の特徴として，患
者の目線で外来看護を考えている記述が非常
に多いことが挙げられる．これは，来院から
会計終了までの過程を患者に付き添い，患者
の体験を共有しながら思いや考えを聞いてい
くことを通して，学び得たことであると考え
る．看護者として，患者の心理を理解し，患
者の立場に立って看護を考えることは重要で
あり，この実習方法は有効であったと考える．
　以上のことから，目標は達成され，特に今
後の実習方法や教育方法の変更などについて
検討すべき課題はないと考える．
　2）対象の生活上の問題や病を抱えながら
　　　社会生活を送る対象の健康管理に関す
　　　る対象理解について
　外来利用者への付き添い体験によって学生
は，健康問題を抱えて生活している生活者とし
ての理解を多様に学べたとする報告がある4’5！
しかし，対象の生活上の問題や健康管理に関
する学びの総記述数は26で，看護者の役割に
関する記述数に比べかなり少なかった．
　【社会的役割の遂行が健康を妨げる要因と
なる】については，多くの学生が捉えていた．
その理由として，夜間診療の利用者は青年期・
壮年期にある患者が多いことや，問診から付
き添わせていただくために，継続治療で定期
受診している患者ではなく，体調不良などを
理由に受診した初診の患者や定期受診以外の
再診の患者を受け持つことが多いからである
と考える．青年期や壮年期にある患者は，家
庭や社会において中心的な存在である．特に
働き盛りの男性は会社での責任も大きい一方
で一家の大黒柱として，また育児や家事全般
を行う母親は家庭の中心として，それぞれに
重要な役割を担っている．身体的には健康に
自信があり，ある程度の無理が利く年代でも
あるため，役割の遂行を優先しがちな状況も
多いと考える．したがって，そのような状況
にある患者から受診理由や経過を聞いていく
中で，自然と情報が取れ，“対象は生活中心
で，職場や家庭での役割遂行を優先する，あ
るいは優先せざるを得ない状況にあり，それ
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が時には健康を妨げる要因にも繋がっている”
と多くの学生が捉えられたのだと考える．
　【社会的役割の遂行が健康を妨げる要因と
なる】以外のカテゴリーについては記述数が
2～5と非常に少なかった．その理由として
も，前述した対象の特徴が影響していると考
える．持病があり，定期的な受診が必要な患
者であれば，その疾患に結び付けて患者の生
活を聞いたり，セルフケアの状況やその能力
について意図的に情報収集したりしやすいの
かもしれない．しかし，青年期や壮年期の患
者は学生にとってとても健康的に見え，その
人の生活上の問題や日々の健康管理について
何をどのように聞いていけば良いのかイメー
ジしにくかったことが考えられる．
　夜間診療実習は，病棟実習と違い成人期に
ある対象とかかわることが多く，成人期にあ
る対象の特徴や，成人看護の意義について理
解を深められる良い機会である．前述したよ
うな対象であっても，成人期における身体的・
精神的・社会的特徴や健康を阻害する要因，
健康の判断に影響する要因鵬医療機関を訪
れるかどうかに関係する要因7！などについ
て事前に学習し，患者の生活や日常の健康管
理行動についてどのように聞いていくのかを
具体的にイメージして実習に臨むことで，対
象理解を広げることは十分に可能であると考
える．したがって，来年度の実習では対象は
変えず対象理解が幅広くできるようにするこ
とが課題である．
　3）その他の学びから
　【夜間外来の意義】については，夜間外来
を利用する受診者の特徴や対象患者との会話
からほとんどの学生が自ずと考えられたのだ
と考える．
　また，【外来患者の精神的特徴】，【外来待
合室の環境】，【病院スタッフの役割】につ
いては，患者に付き添うことで，患者の体験
していることや思いを共有し，患者の目線で
必要な援助を考えた結果であると考える．学
生が患者に付き添い見学実習を行うことで，
患者の立場に立って患者の心理を理解し，必
要な看護についても患者の視点から考えるこ
とができたとする報告がある＆11！看護をし
ていく上で，患者の立場に立って考えられる
ことは重要である．その点で，看護のニーズ
を患者の立場から理解できるこの実習方法は
効果的であると考える．
　その他の学びも含めて，多くの視点からの
学びがあったことは評価したい．今後は，こ
れらを個人の学びとするのではなく，学生カ
ンファレンスなどで共有することで学生全体
の学びにつなげていきたい．
2．今後の方向性
　1）実習方法について
　成人期にある対象と多くかかわることがで
きる夜間診療実習は，成人期の特徴や成人看
護の意義について理解を深められる実習であ
り，さらに，患者の立場に立って援助の必要
性を考えられていたことから，大変有意義で
あったと考える．しかし，他職種との連携や
継続看護についての学び，対象の生活上の問
題や健康管理に関する対象理解については学
びが少なかった．今後学生に対して，対象理
解が深まったり広がったりするよう，実習前
オリエンテーションで成人期の特徴や健康を
阻害する要因，健康の判断に影響する要因や
医療機関を訪れるかどうかに関係する要因に
ついて学習させ，実際に実習の場において，
対象に生活や日常の健康管理行動についてど
のように聞いていくのか具体的にイメージで
きるようにしていく必要がある．
　他職種との連携や継続看護については，短
い実習時間の中で全員が学ぶことは難しい状
況にある．しかし，学べた学生がいれば，それ
を発表しあい共有することで，共通の学びとす
ることは可能であると考える．したがって，こ
れらを含めたそれぞれの学びを共有できるよ
う，可能な限り実習後に学生カンファレンス
の時間を設けるよう工夫していく必要がある．
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　2）実習時期について
　夜間診療実習を行っている成人且一②実習
は，成人1を終了した学生が，成人IIの実習
前あるいは実習後に行っている．これは，成
人1を通して学生のコミュニケーション能力
やアセスメントカなどが向上し，短時間のか
かわりの中でもその場での対応が学生なりに
できることも期待している．曽谷ら12）は，臨
地実習前後の学生の特性の変化について調査
し，実習後は自己他者ともに肯定する割合が
顕著に増加し，状況に応じて自分を変化させ
られる力である透過性調整力が上昇した，と
報告している．実際，実習で初対面の患者に
付き添い，話している姿勢や実習記録から，
患者の話を受けとめながらその場に応じた対
応ができているように感じられる．外来実習
を通して学んだことをさらに病棟実習で生か
すためには，成人Hの実習前に行うことが理
想であるが，現実的には難しいところもあり，
現状を続けていくことが妥当であると考える．
研究の限界
　本研究は，分析対象が学生の実習記録であ
り，学生が記録として表現したものだけを分
析している点で限界がある．
おわりに
　夜間診療実習では，短い実習時間であるに
もかかわらず学生は多くの学びを得ているこ
とから，有意義な実習であったと考える．し
かし，課題もいくつか明確となり，今後は本
研究の結果を生かし，学生の学びを深められ
るようにしていきたい．さらに，外来実習で
の学びを，病棟実習での入院前と退院後の生
活を踏まえたより深い対象理解や，継続看護
を意識した看護に生かしていけるようにして
いきたい．
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